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《中百舌鳥キャンパスにおける要望》 
Ⅰ.休講に対しての規約・対応に関する要望 
       Ⅰ-１. 休講に関する規約を改善すること 
 【前文】 

本学には、現在交通機関の停止、暴風警報発令時などに伴う授業の取り扱いに関する規
約が設けられており、これを元に休講が判断されます。この規約について、学生自治会が
昨年度改善を要望し、午後以降の講義の休講条件のみの規約が変更となりましたが、大学
と学生自治会の認識の相違により以前の規約より状況が悪化してしまいました。また、午
前のみの休講条件の規約に関しても検討しておくとの回答でしたが改善がありませんでし
た。そして、この規約改定について本学の学生の多くが認知していません。 

   そこでこの度学生自治会は、誤解を招かぬように具体的案も添え要望します。 
 

【要望内容】 
① 休講発表はいかなる状況でも、授業ごとでなく本学統一で学長の名において迅速に行う 
② 午前の休講発表は警報・交通機関運休等が6時30分時点において要件を満たした場合 
③ 午後の休講発表は警報・交通機関運休等が9時30分時点において要件を満たした場合 
④ JR神戸線・京都線及び近鉄・阪急・阪神等関西私鉄の条項追加 

＊上記において達成できない場合、最低でも③については元通りである10時発表に 
戻していただきたく存じます。 

 
【要望理由】 

本年度は大阪近辺にて、特段大きな災害が起きませんでしたが、昨年、関西圏は甚大な
災害を被り、また、今後以降南海トラフ地震が発生すると予測されています。災害は生き
ていくうえで付き合っていかなければならない問題であります。 

さて、昨年度は、7月豪雨、台風、地震などの災害を通して、JR西日本や阪神、阪急電車
などが多数運転取りやめになることが発表された中、南海線、御堂筋線が当日の午後まで
運行しているなど規約上では学生が出席しなければならない状況が存在しました。本学の
出身県上位五県は、奈良、大阪、和歌山、兵庫、京都(表記順序は学内人数割合を反映させ
たものでありません)であります。この状況は、他県・府から学生の安全性が確保されてお
らず、かつ成績評価に関わる問題となる可能性を含んでおります。休講の規定を災害が予
想される日の1限開始時以降の運転取りやめ状況も鑑みることができるようにする、また現
行の規約に本学に直接的に繋がっていない関西の路線が多数の運行の取りやめになった場
合も休講にできるようにすることで、現在の災害に対する休講の規約として適したものに
なると学生自治会は考えます。 

また、休講発表時刻においても、大阪市立大学との統合を控える中、統一されていない
のは、極めて不便な状況であると考えます。 

            よって学生自治会は要望項目Ⅰ-１の実現を要望します。 
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Ⅰ-2. 休講発表周知状況を改善すること 
【前文】 

      Ⅰ－1の規約条件を解決しても休講情報を迅速に届けなければ意味がありません。昨年度  
は本学公式発表より先に部活がいち早く情報を掴み拡散するという事態まで招きました。
この情報が誤情報で、学生の大半が信じ込み、授業に出席できなかったという事例が現行
の周知体制であると十分に起きうると思われます。故に、学生自治会は以下を要望します。 

 
  【要望内容】 

① 大阪市立大学学生課と水準を合わせるため、学生課Twitterの運営を行う 
② 全学休講情報は、規約に従い時間通りに遅れることなく一括で学長の名において行う 
③ 安否メールシステム、学内メールを使い、学生全員にポータル以外でも周知活動を行う 
④ ホームページでの周知 

＊最低限、SNSまでは叶わなくとも、③のメールでの送信は宜しくお願い致します。 
   
  【要望理由】 

一定数府外の遠方より通学する学生を考慮したⅠ-１での規約変更に加え、Ⅰ-２を実施
することで、誤情報が流れる危険性が減り、学生が努力して情報獲得することもなく、
本学にとってもメリットが多いと考えられます。また、②の要望にあるように既定の時
間に間に合うように公表することで学生への不安軽減に繋がり、また、誤情報拡散の懸
念も免れるので、メリットが大きいと学生自治会は考えます。 

また、昨年度の回答にありました一次情報・二次情報についての懸念は理解できると
ころではございますが、そもそも休講情報がポータルに掲載されていてもそれを通知す
るシステムがない、その上、ポータルの情報が書き換えられても通知されないなど不便
な点が数々ございます。現状は、本学学生にとっても本学教職員にとっても好ましい状
況でないと学生自治会は考えます。 

よって、学生自治会は要望項目Ⅰ-２の実現を要望します。  



  



  



  



  



 


